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最
初
の
一
人
は
午
前
中
に
や
っ
て
来
る
。

「
ヤ
ァ
ヤ
ァ
、ど
う
も
、ど
う
も
で
し
た
」

そ
う
言
っ
て
戸
が
開
け
ば
、
あ
と

は
あ
っ
と
い
う
間
だ
。「
チ
ョ
ッ
ト
、

チ
ョ
ッ
ト
、
久
し
ぶ
り
！
」「
ヤ
ー
、

生
き
て
た
か
い
？
」。閉
ま
っ
た
と
思
っ

た
戸
は
ま
た
開
い
て
は
閉
じ
て
を
繰
り

返
し
、
す
ぐ
に
全
員
が
顔
を
揃
え
る
。

下
は
78
歳
か
ら
上
は
92
歳
ま
で
の
６
人

は
み
な
、
本
を
手
に
し
て
い
る
。

　

約
束
の
13
時
に
は
ま
だ
１
時
間
あ

る
。手
元
の
本
を
そ
っ
ち
の
け
に
、賑
や

か
な
お
し
ゃ
べ
り
は
止
ま
ら
な
い
―
―
。

＊　
＊　
＊

　
朝
倉
か
す
み
さ
ん
の
『
よ
む
よ
む
か

た
る
』
に
描
か
れ
る
の
は
、
老
人
た
ち

の
開
く
素
敵
な
読
書
会
で
す
。「
坂
の

途
中
で
本
を
読
む
会
」
と
名
づ
け
ら
れ

た
サ
ー
ク
ル
の
平
均
年
齢
は
85
歳
。
坂

の
街
・
北
海
道
は
小
樽
の
小
さ
な
喫
茶

店
に
集
ま
り
、
月
に
一
度
、
課
題
本
を

囲
ん
で
大
い
に
語
り
あ
い
ま
す
。

　
作
品
の
魅
力
は
な
ん
と
い
っ
て
も
、

個
性
の
強
い（
強
す
ぎ
る
⁉
）登
場
人

物
た
ち
。発
足
20
年
、最
古
参
の「
会
長
」

は
、道
内
で
人
気
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
だ
っ

た
往
時
を
偲
ば
せ
る
い
い
声
で
朗
々
と

会
を
進
め
ま
す
。ふ
く
よ
か
で
彫
り
が

深
く
、赤
茶
の
髪
の
女
性
は
、イ
タ
リ
ア

の
お
母
さ
ん
を
思
わ
せ
る
か
ら「
マ
ン

マ
」。み
ご
と
な
白
髪
を
お
団
子
に
し
、

丸
襟
ワ
ン
ピ
ー
ス
で
現
れ
た
小
柄
な
女

性
は「
シ
ル
バ
ニ
ア
」。「
蝶
ネ
ク
タ
イ
」に

「
ま
ち
ゃ
え
さ
ん
」「
シ
ン
ち
ゃ
ん
」…
…
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
人
の
話
を
聞
か
な
い

も
の
だ
か
ら
予
定
は
決
ま
ら
な
い
し
、

連
絡
も
一
度
で
は
伝
わ
ら
な
い
。
忘

れ
っ
ぽ
く
な
っ
た
こ
と
を
悟
ら
れ
た

く
な
く
て
、「
次
の
会
は
い
つ
だ
と
思

う
？
」
な
ん
て
ク
イ
ズ
形
式
に
し
て

聞
き
出
そ
う
と
し
た
り
す
る
。

　
そ
れ
で
も
、
読
書
会
を
「
紛
れ
も
な

い
生
き
が
い
」
と
言
い
、
約
束
の
１

時
間
前
に
は
集
っ
て
し
ま
う
６
人
（
会

長
い
わ
く
、「
最
高
の
仲
間
と
過
ご
す

最
高
の
時
間
が
毎
月
第
一
金
曜
日
に

待
っ
て
い
る
―
―
。
こ
れ
ほ
ど
明
る

い
希
望
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」）
に
私

た
ち
は
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
、
編
集
、

営
業
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
部
署
を

横
断
し
た
通
称
「
よ
む
よ
む
チ
ー
ム
」

が
結
成
さ
れ
た
の
で
し
た
。

〈“
も
と
も
と
の
母
”
に
な
る
場
所
〉

　
も
う
一
人
の
担
当
者
で
あ
る
大
先
輩

は
、「
18
年
の
編
集
者
人
生
で
こ
ん
な

に
泣
け
る
本
は
は
じ
め
て
」
と
熱
弁
を

ふ
る
い
、〈
編
集
者
激
賞
！
〉
と
謳
う

Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
作
っ
て
朝
倉
さ
ん
を
苦
笑
さ

せ
て
い
ま
し
た
（「
そ
り
ゃ
あ
、
編
集

者
が
激
賞
し
て
く
れ
な
い
と
出
せ
な
い

も
ん
ね
ぇ
（
笑
）」）。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
部
の
入
社
４
年
＆
20
年
超
の
で
こ
ぼ

こ
パ
ワ
フ
ル
コ
ン
ビ
は
、「
小
樽
か
ら

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
！
」
と
何
度
も
北
海

道
へ
足
を
運
び
、彼
の
地
で
着
々
と「
よ

む
よ
む
応
援
団
」
の
輪
を
広
げ
て
い
き

ま
し
た
。
入
社
５
年
、
は
じ
め
て
文
藝

の
部
署
に
異
動
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
私

は
と
い
え
ば
、
ひ
と
つ
の
作
品
が
こ
ん

な
に
も
人
を
動
か
す
さ
ま
を
目
の
当
た

り
に
し
、「
そ
う
そ
う
、
こ
れ
だ
よ
こ

れ
…
…
！
」
と
、
本
の
持
つ
力
に
た
だ

涙
腺
を
緩
ま
せ
て
い
ま
し
た
（
あ
れ
、

ぜ
ん
ぜ
ん
働
い
て
い
な
い
…
…
）。

　

そ
も
そ
も
朝
倉
さ
ん
が
読
書
会
を

テ
ー
マ
に
し
た
背
景
に
は
、
お
母
さ
ま

の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
時
80
歳
を
過
ぎ
た
お
母
さ
ま
は
、

朝
倉
さ
ん
が
物
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
近

所
の
主
婦
仲
間
と
編
み
も
の
や
お
菓
子

作
り
な
ど
を
す
る
「
ち
い
さ
な
集
ま
り
」

の
一
員
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま

な
集
ま
り
を
経
て
、も
っ
と
も
長
く
続

け
て
い
る
の
が
読
書
会
。た
と
え
入
院
し

て
も
外
出
許
可
を
勝
ち
得
て
参
加
し
、

「
も
ー
最
高
な
ん
だ
ワ
」
と
休
ま
ず
通
わ

れ
て
い
た
会
を
、
あ
る
日
朝
倉
さ
ん
は

見
学
す
る
な
り
「
こ
れ
は
も
う
、小
説
に

書
き
た
い
」
と
思
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
作
品
の
連
載
が
始
ま
る
と
き
に
寄
せ

ら
れ
た
エ
ッ
セ
イ
に
は
こ
う
あ
り
ま
す
。

〈
わ
た
し
は
、こ
の「
ち
い
さ
な
集
ま
り
」

の
一
員
に
な
っ
た
と
き
の
母
が
、
も
と

も
と
の
母
で
あ
る
よ
う
な
気
が
し
た
〉

　
母
で
も
妻
で
も
な
い
、“
も
と
も
と

の
母
”
に
な
れ
る
。
そ
ん
な
読
書
会
の

ル
ー
ル
は
明
快
で
す
。

　
課
題
本
を
順
に
２
ペ
ー
ジ
ず
つ
朗
読

し
、そ
の
都
度
、感
想
を
述
べ
あ
う
。朗

読
へ
の
感
想
と
本
の
内
容
へ
の
感
想
、

と
き
ど
き「
本
文
か
ら
イ
ン
ス
パ
イ
ア

さ
れ
た
各
人
の
思
い
出
話
」。６
人
は
こ

の
思
い
出
話
が
少
し
ば
か
り

4

4

4

4

4

長
く
な
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
も
ご
愛
嬌
。

流
れ
る
の
は
、仲
間
の
声
に
耳
を
傾
け

（
傾
け
な
い
こ
と
も
多
々
）、自
由
で
和

や
か
な（
と
き
に
剣
呑
な
）時
間
。読
後
、

「
ち
い
さ
な
集
ま
り
」の
き
ら
め
き
が
羨

ま
し
く
な
る
こ
と
請
け
あ
い
で
す
。
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著
者
名

書

名

定

価

出

版

社

美
智
子

歌
集 

ゆ
ふ
す
げ

一
九
八
〇
円
岩
波
書
店

津
野
海
太
郎

生
き
る
た
め
の
読
書

二
二
〇
〇
円
新

潮

社

朝
倉
か
す
み

よ
む
よ
む
か
た
る

一
八
七
〇
円
文
藝
春
秋

中
脇　

初
枝

天
ま
で
の
ぼ
れ

二
四
二
〇
円
ポ
プ
ラ
社

ジ
ー
ン
・
ダ
フ
ィ
ー

実
川
元
子（
訳
）

サ
ッ
カ
ー
・
グ
ラ
ニ
ー
ズ

三
五
二
〇
円
平

凡

社

ス
ー
ジ
ィ

さ
ん
に
ん
だ
け
の
な
い
し
ょ
の
は
な
し

一
六
五
〇
円
Ｂ
Ｌ
出
版

酒
井　

順
子

老
い
を
読
む 

老
い
を
書
く

一
〇
五
六
円
講

談

社

『
Ｐ
Ｈ
Ｐ
』

編
集
部（
編
）
80
代
か
ら
人
生
を
楽
し
む
人
、
後
悔
す
る
人

一
四
三
〇
円
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

上
野
千
鶴
子

ア
ン
チ
・
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
思
想

二
九
七
〇
円
み
す
ず
書
房

門
賀
美
央
子

老
い
方
が
わ
か
ら
な
い

一
八
七
〇
円
双

葉

社

川
島　

隆
太

脳
を
鍛
え
る
！ 

人
生
は
65
歳
か
ら
が
面
白
い

九
九
〇
円
扶

桑

社

保
坂　

隆

ム
リ
な
く
気
楽
に
ち
ょ
う
ど
よ
く 

「
ひ
と
り
老
後
」
の
人
づ
き
あ
い
の
知
恵
袋

一
五
四
〇
円
明
日
香
出
版
社

佐
藤　

愛
子

百
一
歳
。
終
着
駅
の
そ
の
先
へ

一
三
二
〇
円
中
央
公
論
新
社

若
竹
千
佐
子

台
所
で
考
え
た

一
五
九
五
円
河
出
書
房
新
社

北
大
路
公
子

キ
ミ
コ
の
よ
ろ
よ
ろ
養
生
日
記

一
八
七
〇
円
集

英

社

春
日
キ
ス
ヨ

長
寿
期
リ
ス
ク 「
元
気
高
齢
者
」の
未
来

九
四
六
円
光

文

社

湯
浅　

景
元

図
解
で
わ
か
る
日
常
生
活
動
作
事
典

二
二
〇
〇
円
徳
間
書
店

宇
都
宮
一
典（
監
修
）
大
越
郷

子
・
小
田
真
規
子
（
料
理
制
作
）

健
康
寿
命
を
の
ば
す
100
歳
レ
シ
ピ

一
五
四
〇
円
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

坂
東
眞
理
子

祖
父
母
の
品
格

九
二
四
円
朝
日
新
聞
出
版

森
永　

卓
郎

森
永
卓
郎
流
「
生
き
抜
く
技
術
」

一
八
七
〇
円
祥

伝

社

和
田　

秀
樹

60
代
か
ら
100
歳
以
上
ま
で

人
生
が
楽
し
く
な
る「
シ
ニ
ア
推
し
活
」の
す
す
め

一
五
四
〇
円
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

堀
野　

智
子

101
歳
、
現
役
の
化
粧
品
販
売
員
ト
モ
コ
さ
ん
の

一
生
楽
し
く
働
く
教
え

一
五
四
〇
円
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

小
暮　

涼
子

60
代 

大
人
旅
の
愉
し
み
と
工
夫

一
五
四
〇
円
主
婦
と
生
活
社

山
脇　

岳
志

Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

一
三
二
〇
円
筑
摩
書
房

「
敬
老
の
日
読
書
の
す
す
め
」リ
ー
フ
レ
ッ
ト
掲
載
書
目
一
覧

2025 敬老の日読書のすすめ
心ゆたかに生涯読書

「
２
０
２
５ 

敬
老
の
日
読
書
の
す
す

め
」
は
、
各
道
府
県
の
読
書
推
進
運
動

協
議
会
か
ら
よ
せ
ら
れ
た
〝
敬
老
の
日

（
高
齢
者
）
に
す
す
め
る
本
〟
の
推
薦

書
目
を
も
と
に
、
公
益
社
団
法
人 

読

書
推
進
運
動
協
議
会
事
業
委
員
会
で
24

点
の
本
を
推
薦
図
書
に
選
定
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
製
作
し
、
全
国
の
公
共
図
書

館
や
有
力
書
店
に
配
布
し
ま
す
。

　
本
年
度
は
40
の
読
進
協
か
ら
、
76
点

の
書
目
の
推
薦
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
っ
と
も
多
く
の
推
薦
が
あ
っ
た
の

は
、
朝
倉
か
す
み
の
『
よ
む
よ
む
か
た

る
』
で
、
９
つ
の
読
進
協
か
ら
推
薦
が

あ
り
ま
し
た
。
つ
い
で
、
酒
井
順
子
の

『
老
い
を
読
む 

老
い
を
書
く
』
が
７
つ

の
読
進
協
か
ら
、
ジ
ー
ン
・
ダ
フ
ィ
ー

（
著
）／
実
川
元
子（
訳
）の『
サ
ッ
カ
ー・

グ
ラ
ニ
ー
ズ
』
が
５
つ
の
読
進
協
か
ら

推
薦
が
あ
り
、
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　
今
回
は
、エ
ッ
セ
イ
集
や
レ
シ
ピ
集
、

日
常
生
活
に
役
立
つ
本
へ
の
推
薦
が
多

く
、
小
説
へ
の
推
薦
が
少
な
か
っ
た
た

め
、
２
冊
の
み
の
掲
載
で
す
。
次
回
は

推
薦
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
事
業
委
員
会
の
書
目
選
考
基
準
は
、

①
各
出
版
社
１
点　
②
複
数
県
推
薦
書

目
の
検
討　
③
対
象
読
者
向
き
か　
④

そ
の
ほ
か
各
委
員
が
特
別
に
推
薦
し
た

い
書
目
な
ど
を
勘
案
し
て
検
討
。
メ
ー

ル
で
の
投
票
と
意
見
交
換
を
行
い
、
最

終
的
に
委
員
会
全
体
で
24
点
を
確
認
、

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
推
薦
図
書
を
掲
載
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
、13
万
５
０
０
０
部
を
製
作
。

各
都
道
府
県
の
読
書
推
進
運
動
協
議
会

や
中
央
図
書
館
を
通
じ
て
各
公
共
図
書

館
に
、
取
次
会
社
を
通
じ
て
全
国
の
書

店
に
配
布
し
、
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
当
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
展

示
用
ポ
ッ
プ
の
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
も

あ
り
ま
す
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
多
少
の
予
備
を
用

意
し
て
お
り
ま
す
。
必
要
な
方
は
、
早

め
に
当
事
務
局
ま
で
お
問
い
あ
わ
せ
く

だ
さ
い
。

☎
０
３
―
５
２
４
４
―
５
２
７
０

ＦＡＸ
０
３
―
５
２
４
４
―
５
２
７
１

e-nail　

info@
dokusyo.or.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w.dokusyo.or.jp/
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「
読
書
週
間
」
開
催
に
つ
い
て
の
お
願
い

２
０
２
５
・
第
79
回

《
行
事
内
容
》

●「
全
国
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰（
第

58
回
）」
の
実
施

●
「
野
間
読
書
推
進
賞
（
第
55
回
）」

贈
呈
式
開
催

●
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
広
報
文
書
配
布

（
公
共
図
書
館
、
全
国
の
小
・
中
・
高

等
学
校
図
書
館
、書
店
、関
係
出
版
社
、

報
道
機
関
な
ど
）

●
そ
の
他
、
道
府
県
の
読
書
推
進
運
動

協
議
会
、関
係
各
団
体
の
協
力
を
得
て
、

各
種
行
事
実
施
の
推
進

《
各
種
機
関
へ
お
願
い
の
行
事
内
容
》

●
公
共
図
書
館
、
公
民
館
、
小
・
中
・

高
等
学
校
の
学
校
図
書
館
な
ど
に
お
い

て
「
読
書
研
究
会
」「
読
書
の
つ
ど
い
」

「
作
家
・
評
論
家
に
よ
る
講
演
会
」「
図

書・雑
誌
展
示
会
」「
著
者
を
か
こ
む
会
」

な
ど
の
開
催
。「
読
書
感
想
文
・
感
想

画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
実
施

●
道
府
県
の
読
書
推
進
運
動
協
議
会
に

よ
る
道
府
県
単
位
の
「
読
書
大
会
」
な

ど
の
開
催

●
出
版
社
、新
聞
社
、放
送
局
、文
化
団

体
な
ど
に
よ
る
、
被
災
害
地
域
、
児
童

養
護
施
設
、
矯
正
施
設
な
ど
へ
向
け
た

「
図
書
・
雑
誌
の
寄
贈
運
動
」
の
実
施

　
公
益
社
団
法
人 
読
書
推
進
運
動
協

議
会
は
、
恒
例
の
秋
の
行
事
「
読
書
週

間
」
を
、
本
年
も
主
催
い
た
し
ま
す
。

　
例
年
同
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
期
間

中
お
よ
び
そ
の
前
後
を
通
じ
、
自
由
な

発
想
に
よ
る
企
画
を
多
数
お
進
め
い
た

だ
き
、
こ
の
運
動
の
実
効
が
あ
が
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
今
年
の
標
語
は
『
こ
こ
ろ
と
あ
た
ま

の
、
深
呼
吸
。』
で
す
。
期
間
中
関
係

各
位
に
よ
っ
て
全
国
的
に
実
施
さ
れ
る

行
事
は
、
こ
の
標
語
を
中
心
に
展
開
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
近
年
、
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
や
学

校
教
育
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

が
進
み
、
読
書
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
対

面
で
の
読
み
聞
か
せ
や
読
書
会
の
魅

力
、
書
店
や
図
書
館
で
リ
ア
ル
に
本
を

選
ぶ
楽
し
さ
も
再
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
。図
書
館
で
の
各
種
行
事
、「BO

O
K 

M
EETS N

EXT

」
な
ど
出
版
界
・

書
店
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、「
読

書
週
間
」
が
紙
・
電
子
を
問
わ
ず
、
本

を
通
じ
て
人
と
ふ
れ
あ
い
、
世
界
が
広

が
る
よ
ろ
こ
び
を
、
多
く
の
方
に
実
感

し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協

議
会
は
、
下
記
の
４
項
目
を
「
読
書

週
間
」
の
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
い

ま
す
。

⑴　
国
民
す
べ
て
に

　
　
読
書
を
す
す
め
る
運
動

「
秋
・
読
書
週
間
に
、
ぜ
ひ
、
一
冊
の

本
を
」
が
活
動
の
原
点
で
す
。「
読
書

週
間
」
は
、
読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え
、

す
べ
て
の
世
代
の
人
た
ち
に
本
に
親
し

む
き
っ
か
け

﹅

﹅

﹅

﹅

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
が
書
店
や

図
書
館
で
一
冊
の
本
を
手
に
取
っ
て
み

る
、
そ
ん
な
展
示
や
行
事
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

⑵　
と
く
に
青
少
年
に

　
　
読
書
を
す
す
め
る
運
動

　
い
つ
の
時
代
も
「
子
ど
も
が
本
を
読

ま
な
く
な
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
近
年
は
、
社
会
の
急
速
な
デ
ジ
タ

ル
化
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
な
ど
で
、
ま

す
ま
す
子
ど
も
た
ち
の
「
読
書
」
の

時
間
が
せ
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ど
ん
な
に
メ
デ
ィ
ア
が
多
様
化
し

て
も
、
そ
れ
を
動
か
す
主
役
が
人
間
で

あ
る
以
上
、
活
字
文
化
は
す
べ
て
の

メ
デ
ィ
ア
の
基
礎
で
す
。
と
く
に
幼
少

時
か
ら
青
少
年
時
に
お
い
て
の
本
と
の

つ
き
あ
い
が
重
要
と
い
う
認
識
の
も
と

に
、
こ
の
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑶　
読
書
グ
ル
ー
プ
の
結
成
促
進

　
現
在
、全
国
の
読
書
グ
ル
ー
プ（
読
書

会
、文
庫
、実
演
グ
ル
ー
プ
な
ど
）
は

約
１
万
１
７
０
０
あ
り
ま
す
（
公
益

社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会

『
２
０
２
３
年
度 

全
国
読
書
グ
ル
ー
プ

調
査
』
よ
り
）。
グ
ル
ー
プ
読
書
は
読

書
の
楽
し
み
、
大
切
さ
を
広
め
る
こ
と

で
深
い
意
義
を
持
ち
ま
す
。
公
益
社
団

法
人 
読
書
推
進
運
動
協
議
会
は
「
読

書
週
間
」の
期
間
中
に
「
野
間
読
書
推

進
賞
」と「
全
国
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表

彰
」を
実
施
し
、全
国
の
読
書
グ
ル
ー
プ

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

⑷　
家
庭
文
庫
、
地
域
文
庫
の

　
　
充
実

　
読
書
は
身
近
な
場
所
に
本
が
豊
か
に

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
各
地
域
の
公

共
図
書
館
が
充
実
し
、
読
書
グ
ル
ー
プ

や
家
庭
文
庫
、
地
域
文
庫
が
数
多
く
作

ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
図
書
館
や
文
庫

を
支
え
る
地
域
の
書
店
の
活
躍
が
、
本

の
文
化
を
支
え
、
ひ
い
て
は
日
本
文
化

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
と
私
た
ち
は

信
じ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
７
月
29

日
に
公
布
さ
れ
た
「
文
字
・
活
字
文
化

振
興
法
」
に
よ
り
、
10
月
27
日
が
「
文

字
・
活
字
文
化
の
日
」
と
制
定
さ
れ
て

い
ま
す
。「
読
書
週
間
」と
と
も
に
、「
文

字
・
活
字
文
化
の
日
」
も
お
お
い
に
広

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
記

名
称
＝
２
０
２
５
・
第
79
回

　
　
　
読
書
週
間

主
催
＝
公
益
社
団
法
人

　
　
　
読
書
推
進
運
動
協
議
会

　
　

 

（
主
要
構
成
団
体
＝
日
本
書
籍
出

　
　
　
版
協
会
、
日
本
雑
誌
協
会
、
教

　
　
　
科
書
協
会
、
日
本
出
版
取
次
協

　
　
　
会
、
日
本
図
書
館
協
会
、
全
国

　
　
　
学
校
図
書
館
協
議
会
、
日
本
書

　
　
　
店
商
業
組
合
連
合
会
）

後
援
＝
文
部
科
学
省

期
間
＝
10
月
27
日
㈪
か
ら
11
月
９
日

　
　
　
㈰
ま
で

標
語
＝
こ
こ
ろ
と
あ
た
ま
の
、深
呼
吸
。

読書推進運動協議会
公式 X（旧 Twitter）
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十文字学園女子大学（埼玉県新座市）
を会場とした絵本ワールド（2024 年）

す
重
要
に
な
っ
て
く
る
」
と
述
べ
た
。

　

議
事
１
と
し
て
、
事
務
局
よ
り

２
０
２
４
年
度
の
事
業
報
告
が
あ
り
、

「
上
野
の
森
親
子
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
」

と
、「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
」
事
業
を
中
心

に
報
告
、
承
認
さ
れ
た
。
議
事
２
と
し

て
、「
２
０
２
４
年
度 

収
支
決
算
書
」

に
つ
い
て
、
明
細
も
含
め
た
説
明
が
あ

り
、
監
査
役
よ
り
適
正
な
手
続
き
で
監

査
を
行
い
完
了
し
た
旨
の
報
告
が
あ
っ

た
。

　
議
事
３
の
「
２
０
２
５
年
度
収
支
予

算
書
」
の
説
明
を
行
っ
た
。「
上
野
の

森
親
子
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ 

２
０
２
５
」

拠
出
金
、
絵
本
ワ
ー
ル
ド
事
業
な
ど
を

中
心
に
、
２
０
２
４
年
度
よ
り
す
こ
し

減
額
し
た
予
算
を
計
上
し
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
承
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の

他
と
し
て
、
２
０
２
５
年
５
月
４
日

（日祝）
・
５
日

（月祝）
開
催
の
「
上
野
の
森
親
子

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ 

２
０
２
５
」
で
は
、

来
場
者
数
、
売
上
金
額
と
も
に
前
年
よ

り
増
加
し
た
し
た
こ
と
や
、
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
合
理
化
を
徹
底
し
て
い
る
こ

と
、
な
ど
を
報
告
し
た
。

　
最
後
に
構
成
各
団
体
よ
り
活
動
報
告

が
あ
り
、
閉
会
し
た
。

　
７
月
11
日
㈮
、
出
版
ク
ラ
ブ
ビ
ル

（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
お
い
て
「
子

ど
も
の
読
書
推
進
会
議
」
の
２
０
２
５

度 

第
１
回 

総
会
が
行
わ
れ
た
。
推
進

会
議
を
構
成
す
る
各
団
体
か
ら
26
名
の

委
員
が
出
席
し
た
。
こ
の
会
議
体
の
事

務
局
は
、
読
書
推
進
運
動
協
議
会
が
務

め
て
い
る
。

　
総
会
の
冒
頭
、
野
間
省
伸 

子
ど
も

の
読
書
推
進
会
議 

代
表
は
議
長
と
し

て
の
あ
い
さ
つ
で
、「
２
０
２
４
年
、

日
本
国
内
の
出
生
数
が
70
万
人
を
割
る

と
い
う
深
刻
な
少
子
化
の
な
か
、
未
来

を
に
な
う
子
ど
も
た
ち
が
読
書
に
親
し

む
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま

■
「
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議
」
総
会 

開
催

絵
本
ワ
ー
ル
ド 

会
場
増
加
を
見
す
え
た

予
算
を
計
上

■
日
本
児
童
文
学
者
協
会
がYouTube

配
信
を
開
始

作
家
同
士
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

創
作
の
裏
側
な
ど
を
紹
介
！

　
今
後
は
、
８
月
に

・
い
と
う
み
く
さ
ん
×
し
め
の
ゆ
き
さ

ん
〈
聞
き
手
〉『
つ
く
し
ち
ゃ
ん
と
な

が
れ
ぼ
し
」（
福
音
館
書
店
）

　
９
月
に

・
ほ
ん
ま
ち
ひ
ろ
さ
ん
×
加
藤
純
子
さ

ん
〈
聞
き
手
〉『
同
声
（
混
声
）
合
唱

と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の 

ま
ち
の
音
』（
音

楽
之
友
社
）　
を
配
信
す
る
予
定
。

　
動
画
は
字
幕
つ
き
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

内
容
を
書
き
起
こ
し
た
も
の
が
、「
子

ど
も
と
読
書

の
委
員
会
」

ブ
ロ
グ
に
も

掲
載
さ
れ
て

い
る
。

ん
〈
聞
き
手
〉『
ね
こ
ま
る
せ
ん
せ
い

の
お
つ
き
み
』（
世
界
文
化
社
）

・
し
め
の
ゆ
き
さ
ん
×
松
本
聰
美
さ
ん

〈
聞
き
手
〉『
ピ
ア
ノ
よ
う
せ
い
レ
ミ
ー

と
メ
ロ
デ
ィ
の
ま
ほ
う
』（
ポ
プ
ラ
社
）

・
松
本
聰
美
さ
ん
×
い
と
う
み
く
さ
ん

〈
聞
き
手
〉『
金
色
の
約
束
』（
国
土
社
）

・
加
藤
純
子
さ
ん
×
押
川
理
佐
さ
ん

〈
聞
き
手
〉『
と
べ
と
べ 

た
か
く
〉（
童

心
社
）

の
４
本
。

　
一
般
社
団
法
人 

日
本
児
童
文
学
者

協
会 
子
ど
も
と
読
書
の
委
員
会
は
、

２
０
２
５
年
４
月
よ
りYouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
、
委
員
会
作
家

に
よ
る
創
作
の
裏
話
や
執
筆
の
秘
密
な

ど
を
紹
介
す
る
動
画
「
作
家
が
作
家
に

き
い
て
み
た
！ 

お
で
ん
の
具
は
な
に

が
い
い
で
す
か
？
」
を
月
１
回
の
ペ
ー

ス
で
配
信
し
て
い
る
。

　
現
在
配
信
さ
れ
て
い
る
の
は
、

・
押
川
理
佐
さ
ん
×
ほ
ん
ま
ち
ひ
ろ
さ

■
全
国
図
書
館
大
会 

愛
媛
県
で
開
催

愛
媛
県
な
ら
で
は
の
講
師
、
実
践
を

詰
め
こ
ん
だ
大
会
に
！

館
」「
出
版
社
・
書
店
・
図
書
館
」、
電

子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
や
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ

い
て
考
え
る
「
図
書
館
と
デ
ジ
タ
ル

化
」、障
害
者
サ
ー
ビ
ス
と
多
文
化
サ
ー

ビ
ス
が
ま
と
ま
っ
た
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
図
書
館
」、
愛
媛
県
内
の
病
院
図

書
室
や
患
者
図
書
室
、
公
共
図
書
館
の

医
療
・
健
康
情
報
提
供
の
実
践
を
紹
介

す
る
「
専
門
図
書
館
・
健
康
情
報
」
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
参
加
に
は
事
前
申
し
込
み
（
９
月
30

日
締
切
）
と
参
加
費
（
資
料
代
な
ど
）

が
必
要
。
宿

泊
プ
ラ
ン
も

用
意
さ
れ
て

い
る
。

と 

生
き
る
と
い
う
こ
と
」。
白
川
密
成

さ
ん
（
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
第
57
番

札
所 

栄
福
寺 

住
職
）、
高
橋
久
美
子

さ
ん
（
作
家
、
作
詞
家
）、
田
丸
雅
智

さ
ん
（
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
作
家
）
の

３
人
の
愛
媛
県
出
身
の
文
筆
家
を
講
師

に
、「
い
よ
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
岡

田
有
利
子
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
る
。

　
分
科
会
は
12
テ
ー
マ
（
録
画
配
信
含

む
）。「
公
共
図
書
館
」「
災
害
と
図
書

「
第
111
回 

全
国
図
書
館
大
会 

愛
媛
大

会
」（
主
催
＝
公
益
社
団
法
人 

日
本
図

書
館
協
会
／
愛
媛
県
／
愛
媛
県
図
書
館

協
会
ほ
か
）
が
、
10
月
30
日
㈭
・
31
日

㈮
に
開
催
さ
れ
る
。

　
テ
ー
マ
は
「
図
書
館
が 

彩
る
未
来 

伊
予
路
か
ら
」。
愛
媛
県
県
民
文
化
会

館
を
中
心
に
、
松
山
市
内
の
各
施
設
を

会
場
と
し
て
、
全
体
会
、
分
科
会
、
懇

親
交
流
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
記
念
講
演
は
「
読
む
こ
と 

書
く
こ

日本児童文学者協会 
子どもと読書の委員会
YouTube チャンネル

QR コード

全国図書館大会
愛媛大会

紹介サイト
QR コード
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ク・ホ
ー
ム
ズ
の
護
身
術 

バ
リ
ツ
』（
平

凡
社
）
を
選
出
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ズ
の
『
空
き
家
の
冒
険
』
に

登
場
す
る
謎
の
格
闘
術
「
バ
リ
ツ
」
の

モ
デ
ル
と
の
説
も
あ
る
「
バ
ー
テ
ィ
ッ

ツ
」。
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
末
期
に
誕
生
し

た
こ
の
「
幻
の
護
身
術
」
を
１
８
９
９

年
の
雑
誌
記
事
の
翻
訳
と
い
う
か
た
ち

で
紹
介
す
る
企
画
性
の
高
い
１
冊
。
格

闘
や
杖
な
ど
の
道
具
を
使
う
戦
い
か
た

を
連
続
し
て
み
せ
る
写
真
が
全
編
に

ク
ー
ル
に
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
、
カ
バ
ー

は
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
か
つ
上
品
な
ゴ
ー
ル

ド
。
企
画
と
装
禎
全
体
を
通
し
て
、
や

や
ス
ノ
ッ
ブ
な
往
時
の
英
国
流
ユ
ー
モ

ア
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　
経
済
産
業
大
臣
賞
、
文
部
科
学
大
臣

賞
、
東
京
都
知
事
賞
な
ど
概
要
に
つ

い
て
は
同
コ
ン
ク
ー
ル
の
ウ
エ
ブ
サ

イ
ト　

https://w
w

w
.jbpa.or.jp/

zohon/zohon-index.htm
l

に
書

影
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
９
月
30
日
か
ら
10
月
30
日
の
予
定

で
、
第
58
回 

造
本
装
幀
コ
ン
ク
ー
ル

の
受
賞
作
品
を
は
じ
め
全
応
募
作
品
308

点
が
出
版
ク
ラ
ブ
ビ
ル 

ク
ラ
ブ
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
展
示
さ
れ
る
。

　
日
本
書
籍
出
版
協
会
・
日
本
印
刷
産

業
連
合
会
が
主
催
し
、
出
版
物
に
つ

い
て
印
刷
、
製
本
、
装
幀
、
デ
ザ
イ

ン
な
ど
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
評
価
、

顕
彰
す
る
「
第
58
回 

造
本
装
幀
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
受
賞
作
品
が
発
表
さ
れ

た
。
審
査
会
は
６
月
３
日
に
行
わ
れ
、

２
０
２
４
年
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
書

籍
が
対
象
、
応
募
が
あ
っ
た
162
者
308
点

の
な
か
か
ら
各
賞
22
点
が
選
出
さ
れ

た
。
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
は
後
援

団
体
賞
と
し
て
「
読
書
推
進
運
動
協
議

会
賞
」
を
毎
回
１
点
選
出
し
て
い
る
。

　
数
多
い
応
募
書
籍
の
な
か
か
ら
、
マ

ツ
ダ
オ
フ
ィ
ス
装
幀
の
『
シ
ャ
ー
ロ
ッ

120 点を超える掲載写真は 1899 年の
発売当時のものをそのまま使用している

「子どもとの絵本のひとときや、その思
い出の写真」を、Instagram で募集
した、ＮＰＯブックスタート「第 4 回
いっしょにえほん写真コンテスト
2025」の受賞作品 25 点が発表さ
れました！
　応募総数は 255 点。大賞と選者
賞の作品をご紹介します。

〈第４回 いっしょにえほん写真コンテスト 2025〉選者 ＊五十音順
　かさいまり さん　絵本作家
　金柿秀幸 さん　絵本ナビ代表
　きなこさん　フォトグラファー・インスタグラマー
　NPO ブックスタート事務局

●写真の著作権は、受賞者（撮影者）に帰属します。
●下記のサイトに、すべての入賞作品が掲載されて    
　います。
　https://www.bookstart.or.jp/

⬆選者賞（金柿秀幸賞）
優子さん

NPO ブックスタート主催
「第4 回 いっしょにえほん

写真コンテスト2025」
発表！

■
「
第
58
回 

造
本
装
幀
コ
ン
ク
ー
ル
」

「
ホ
ー
ム
ズ
最
後
の
謎
」、
解
決
⁉ 

フ
ァ
ン
歓
喜
の
一
冊
を
当
会
の
賞
に
選
出

⬆選者賞（きなこ賞）
さくさく日記さん

➡大賞　yumi さん
ばぁばに抱っこされた赤ちゃ
んに絵本を読んでいるのは、
なんと、ひいばぁば！
大賞には、受賞作をもとにし
た山口みれいさのがイラスト
と、オリジナル図書カードが
贈られます。

➡選者賞
（NPO ブックスタート賞）

Petit-co さん
選者賞（かさいまり賞）⬆

にこはる さん
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優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
の
歩
み　
⑻

　
２
０
２
４
年
度
の｢

読
書
週
間｣

に
際
し
て
道
府
県
読
書
推
進
運
動

協
議
会
よ
り
推
薦
さ
れ
、
本
会
に
お
い
て
表
彰
し
た
全
国
の
優
良
読
書
グ

ル
ー
プ
の
活
動
報
告
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

　
８
月
１
日
㈮
、
東
京
都
千
代
田
区
の

日
本
出
版
ク
ラ
ブ
で
「
第
30
回 

日
本

絵
本
賞 

表
彰
式
」（
主
催
＝
公
益
社
団

法
人 

全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
）
が

開
催
さ
れ
、
各
受
賞
者
が
受
賞
の
喜
び

を
語
っ
た
。

　
日
本
絵
本
賞
大
賞
『
ぼ
く
は 

ふ
ね
』

（
福
音
館
書
店
）
の
作
者
、
五
味
太
郎

さ
ん
は
、「
表
彰
式
に
は
蝶
ネ
ク
タ
イ

で
出
席
し
て
い
る
。今
日
は
７
年
ぶ
り
。

と
き
ど
き
ほ
め
ら
れ
る
の
は
い
い
も
の

で
す
ね
」
と
喜
び
を
述
べ
た
。

　

日
本
絵
本
賞
の『
ひ
と
の
な
み

だ
』（
童
心
社
）の
内
田
麟
太
郎
さ
ん

は「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」の
ひ

と
こ
と
でnakaban

さ
ん
に
交
代
。

nakaban

さ
ん
は
、「
自
分
自
身
、戦

争
を
知
ら
ず
、間
違
っ
た
こ
と
を
描
い

て
は
い
け
な
い
と
、こ
れ
ま
で
戦
争
に

関
す
る
絵
本
は
全
部
断
っ
て
き
た
。
で

も
、
内
田
さ
ん
の
文
章
を
も
ら
い
テ
キ

ス
ト
に
圧
倒
さ
れ
、
ほ
か
の
画
家
に
は

渡
し
た
く
な
い
と
思
っ
た
」と
語
っ
た
。

　

同
じ
く
日
本
絵
本
賞
『
ゆ
き
の
こ

え
』（
講
談
社
）の
お
ー
な
り
由
子
さ
ん

は「
身
体
を
通
し
て
感
じ
る
体
験
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
た
。こ
と
ば
だ
け
で
は

む
ず
か
し
い
身
体
の
感
覚
を
、は
た
さ

ん
が
絵
で
表
現
し
て
く
れ
た
」、は
た
こ

う
し
ろ
う
さ
ん
は
、
は
じ
め
て
雪
が
積

も
っ
た
光
景
を
目
に
し
た
と
き
の
思
い

出
を
も
と
に
、「
初
心
者
の
気
持
ち
で

絵
を
描
く
と
、子
ど
も
た
ち
が
物
語
に

入
れ
る
」と
話
し
た
。

　

翻
訳
絵
本
賞
『
ね
え
、
お
ぼ
え
て

る
？
』
の
作
者
、シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス

さ
ん
は
「
心
を
こ
め
た
こ
の
本
が
（
日

本
で
）
選
ば
れ
た
幸
運
を
か
み
し
め
て

い
ま
す
。
こ
の
本
は
母
へ
の
ラ
ブ
レ

タ
ー
。愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
遠
い
国
に

届
い
た
こ
と
が
う
れ
し
い
」と
、カ
ナ
ダ

か
ら
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

■
第
30
回 

日
本
絵
本
賞 

表
彰
式

絵
本
の
表
現
の
多
様
さ
、

深
さ
の
進
化
を
実
感
す
る
作
品
を
表
彰

有
意
義
な
時
間
を
本
と
仲
間
と

と
も
に
こ
れ
か
ら
も
重
ね
て

各
自
お
気
に
入
り
の
一
冊
を

手
に
記
念
撮
影
！

サ
ン
ワ
ク
ト

富
山
県
中
新
川
郡
上
市
町

〈
推
薦
〉

富
山
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

布
沢　

桂
子

　
読
書
グ
ル
ー
プ「
サ
ン
ワ
ク
ト
」は
、

１
９
９
８
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
富

山
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー 

サ
ン
フ
ォ
ル

テ
図
書
室
主
催
の
読
書
講
座
終
了
後
、

参
加
し
た
有
志
で
立
ち
あ
げ
た
グ
ル
ー

プ
で
す
。
月
に
一
度
、
サ
ン
フ
ォ
ル
テ

の
グ
ル
ー
プ
読
書
室
に
集
ま
り
活
動
し

て
い
ま
す
。
会
員
は
県
内
各
地
か
ら
集

ま
り
、
な
か
に
は
交
通
機
関
を
乗
り
継

ぎ
参
加
す
る
会
員
も
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
名
は
、「
ワ
ク
ト
」
が
ア

ラ
ビ
ア
語
で
「
時
・
時
間
」
を
表
す
こ

と
か
ら
、
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
で
過
ご
す
楽

し
く
有
意
義
な
時
と
い
う
意
味
か
ら
つ

け
ま
し
た
。
名
前
の
と
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
、
た
く
さ
ん

の
本
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
思
い
出

深
い
時
間
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
例
年
４
月
に
年
間
計
画

を
立
て
、月
ご
と
の
テ
キ
ス
ト
本
を
決

め
ま
す
。ほ
と
ん
ど
は
、会
員
の
お
す
す

め
本
か
ら
選
び
ま
す
。
富
山
県
立
図
書

館
で
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る「
読
み
な

か
ま
の
つ
ど
い
富
山
県
大
会
」の
テ
キ

ス
ト
本
は
か
な
ら
ず
選
び
ま
す
。と
き

に
は
、年
間
テ
ー
マ
を
決
め
た
り
、
１

年
を
通
し
て
同
じ
作
家
の
本
を
テ
キ
ス

ト
と
し
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

た
と
ば
、「
女
流
作
家
よ
り
学
ぶ
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
明
治
か
ら
昭

和
前
期
の
女
性
作
家
の
作
品
を
テ
キ
ス

ト
本
と
し
て
感
想
を
話
し
あ
い
ま
し

た
。
樋
口
一
葉
・
田
村
俊
子
・
住
井
す

ゑ
な
ど
で
す
。
現
代
と
は
、
あ
ま
り
に

違
う
社
会
背
景
、
そ
の
中
で
も
力
強
く

生
き
て
ゆ
く
人
々
の
姿
に
励
ま
さ
れ
た

こ
と
、
時
代
や
環
境
が
違
っ
て
も
今
の

私
た
ち
と
同
じ
様
な
こ
と
で
悩
み
苦
し

ん
で
い
る
姿
に
心
打
た
れ
た
こ
と
な
ど

を
話
し
あ
い
、
そ
の
成
果
を
サ
ン
フ
ォ

ル
テ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
掲
示
物
と
し

て
発
表
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
１
年
に
一
度
、
気
候
の
よ

い
こ
ろ
に
県
内
外
の
地
に
歴
史
や
文
学

を
訪
ね
て
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。近

年
で
は
、石
川
県
立
図
書
館・高
岡
市
万

葉
歴
史
館
・
勝
興
寺
な
ど
を
訪
ね
ま
し

た
。近
く
に
住
む
会
員
が
案
内
役
を
務

め
た
り
、資
料
を
準
備
し
て
く
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。ふ
だ
ん
は
利
用
し
な

い
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
や
城
端
線
に
乗
っ
た

こ
と
も
よ
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
て
20
数
年
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、
２
冊
の

「
あ
ゆ
み
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ペ
ー

ジ
を
開
く
と
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
甦

り
、
私
た
ち
の
宝
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
年
を
重
ね
て
会
員
の
数
も
現
在
は

５
名
と
な
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
長

く
、
こ
の
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
活
動
を

続
け
、
新
し
い
本
に
出
会
い
た
い
、
と

い
う
の
が
今
の
願
い
で
す
。

個性豊かな今年の受賞者のみなさんと
最終選考委員たち
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「
ま
た
来
て
ね
」
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
声
に
応
え
て
こ
ち
ら
も
ハ
イ
タ
ッ

チ
。
今
日
も
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
明
る

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
い
、

私
は
冬
の
陽
だ
ま
り
の
よ
う
な
暖
か
さ

に
包
ま
れ
る
。

　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
よ
い

会
は
、１
９
９
７
年
３
月
に
発
足
し
た
。

今
年
度
で
27
年
目
に
な
る
。
最
初
は
、

視
覚
障
が
い
者
の
方
た
ち
に
、
町
の
広

報
の
重
要
事
項
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に

吹
き
こ
ん
で
渡
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

始
ま
っ
た
。
テ
ー
プ
に
余
分
が
で
き
る

の
で
、
絵
本
の
お
は
な
し
を
つ
け
加
え

て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
地
元
の
小
学
校

や
保
育
園
へ
の
読
み
聞
か
せ
を
始
め
、

２
０
１
８
年
か
ら
は
中
学
校
へ
の
読
み

聞
か
せ
を
始
め
た
。
現
在
会
員
は
、
40

や
よ
い
会

佐
賀
県
杵
島
郡
白
石
町

〈
推
薦
〉

佐
賀
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

中
溝　

茂
樹

七
色
く
れ
よ
ん

岐
阜
県
本
巣
市

〈
推
薦
〉

岐
阜
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

横
山　

朱
實

代
か
ら
80
代
ま
で
13
名
。
退
職
し
た
小

中
学
校
の
教
諭
が
多
い
。
ま
た
、
小
学

校
の
講
師
を
し
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

出
身
の
方
も
お
ら
れ
、
そ
の
方
は
英
語

の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
。

　
現
在
、
町
内
の
４
つ
の
小
学
校
と
４

つ
の
保
育
園
に
月
２
回
ず
つ
、
中
学
校

に
月
１
回
、
そ
の
ほ
か
、
福
富
ゆ
う
あ

い
図
書
館
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

お
は
な
し
会
に
参
加
し
て
い
る
。
２
か

月
に
１
回
は
定
例
会
を
開
き
、
当
番
決

め
や
情
報
交
換
を
し
て
い
る
。年
１
回
、

県
ま
な
び
課
か
ら
講
師
を
招
い
て
の
研

修
会
を
実
施
し
、
各
自
積
極
的
に
読
み

聞
か
せ
講
座
に
参
加
し
て
研
鑽
を
積
ん

で
い
る
。
年
度
末
に
は
会
員
の
親
睦
を

深
め
る
た
め
の
ラ
ン
チ
会
も
実
施
し
て

い
る
。

　
私
は
、
10
年
前
、
中
学
時
代
の
恩
師

に
勧
め
ら
れ
、や
よ
い
会
に
入
会
し
た
。

定
例
会
で
は
、
発
声
練
習
、
早
口
こ
と

ば
や
滑
舌
の
練
習
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
の
基
礎
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
、園
児・

児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
、
読
み
聞
か
せ

が
心
の
情
操
に
ど
ん
な
に
必
要
か
を
、

先
輩
方
か
ら
熱
心
に
教
え
て
い
た
だ
い

た
。

　
先
日
、
ス
ー
パ
ー
で
買
い
も
の
を
し

て
い
た
ら
、
野
球
帽
を
か
ぶ
っ
た
小
学

生
の
男
の
子
が
、
あ
れ
っ
知
っ
て
る
と

い
う
顔
を
し
て
近
づ
い
て
き
た
。
男
の

子
は
、「
こ
ん
に
ち
は
。
い
つ
も
読
み

聞
か
せ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
た
。
私

は
う
れ
し
く
な
っ
た
。
病
院
で
は
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
つ
き
添
わ
れ
た
小
学
生
か

ら
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
親
子
連
れ
の
保
育

園
児
か
ら
、
高
校
生
か
ら
も
あ
い
さ
つ

を
受
け
る
。
そ
の
都
度
、
私
た
ち
の
活

動
が
地
元
に
定
着
し
て
き
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
。

　
私
た
ち
や
よ
い
会
は
、
27
年
間
た
ゆ

ま
ず
続
け
て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
の
熱
意

を
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
絵
本
を
読

む
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い

き
た
い
。

（
文
責
：
や
よ
い
会
事
務
局 

副
代
表　

副
島　
則
子
）

各
自
お
気
に
入
り
の
一
冊
を

手
に
記
念
撮
影
！

学
生
ま
で
と
は
ば
広
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
願
い
は
、
子
ど
も
た
ち
に

絵
本
な
ど
を
読
む
な
か
で
「
本
の
好
き

な
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
い
ろ
ん
な
本

と
出
会
う
な
か
で
感
情
を
育
み
豊
か
な

心
を
育
て
て
ほ
し
い
、
聴
く
力
を
養
っ

て
ほ
し
い
、
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
心

地
よ
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
感
じ
た
心
地
よ
さ
を
子
ど
も

た
ち
は
生
き
生
き
と
し
た
表
情
や
身
体

で
表
現
し
て
く
れ
ま
す
。
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
の
動
き
に
応
じ
て
、
瞬
時
に
演

じ
手
と
一
体
に
な
り
物
語
の
世
界
に
入

り
込
ん
で
楽
し
む
姿
。
目
を
輝
か
せ
て

お
は
な
し
に
聴
き
入
る
姿
。
と
き
に
は

笑
い
、
と
き
に
は
涙
し
て
聴
い
て
い
る

姿
。
こ
の
よ
う
な
姿
に
ふ
れ
る
と
充
実

感
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、「
楽
し
か
っ
た
よ
、
ま
た
来
て

ね
。」
と
言
う
子
ど
も
の
笑
顔
に
は
、

大
き
な
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
す
。

　
こ
の
30
余
年
の
間
、
メ
ン
バ
ー
も
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
で
入
れ
替
わ
り
が
あ
り

ま
し
た
が
、
お
た
が
い
の
事
情
を
理
解

し
て
配
慮
し
あ
い
、
無
理
の
な
い
よ
う

に
し
て
き
た
の
が
長
く
続
け
ら
れ
て
き

た
コ
ツ
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
も

ま
し
て
、
快
く
活
動
の
場
を
つ
く
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
校
長
先
生
や
園
長
先

生
、
た
く
さ
ん
の
先
生
方
や
子
ど
も
た

ち
、
本
当
に
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
し
み

　
１
９
９
１
年
の
秋
、
地
域
の
公
民
館

で
絵
本
作
家
の
ひ
ぐ
ち
み
ち
こ
先
生
に

よ
る
「
手
作
り
絵
本
」
の
講
座
が
あ
り

ま
し
た
。
講
座
修
了
後
「
私
た
ち
も

作
っ
て
み
た
い
！ 

絵
本
で
つ
な
が
り

た
い
！
」
と
い
う
有
志
が
集
ま
り
「
七

色
く
れ
よ
ん
」
を
立
ち
あ
げ
ま
し
た
。

　
当
初
は
月
に
一
度
、
各
自
の
手
作
り

絵
本
を
持
ち
よ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り

む
ず
か
し
く
、
し
だ
い
に
行
き
詰
ま
り

ま
し
た
。
継
続
で
き
る
活
動
を
メ
ン

バ
ー
で
話
し
あ
い
、
読
み
聞
か
せ
を
す

る
こ
と
に
決
め
、
地
域
の
子
ど
も
を
対

象
に
公
民
館
で
の
お
は
な
し
会
の
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
１
９
９
９
年
、
小
学
校
の

校
長
先
生
か
ら
の
う
れ
し
い
お
誘
い
を

き
っ
か
け
に
、
昼
休
み
に
学
校
図
書
館

で
読
み
聞
か
せ
を
始
め
、
翌
年
か
ら
は

定
期
的
に
朝
読
書
の
時
間
に
教
室
な
ど

で
読
み
聞
か
せ
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
中
学
校
や
幼
児
園
、

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
と
活
動
の
場
を
広

げ
、
ふ
れ
あ
う
子
ど
も
も
幼
児
か
ら
中

じ
み
と
感
じ
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
活
動
が
絶

え
る
こ
と
な
く
続
き
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
を
願
っ

て
、
仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。



事
務
局
報
告
（
７
月
）

☆
１
日
＝
「
全
国
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
」

推
薦
を
各
道
府
県
読
進
協
に
依
頼

・
１
日
＝
「
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議 

２
０
２
４
年
度 

事
業
報
告
書
・
決
算
報

告
書
」
入
稿

☆
２
日
＝
産
経
新
聞
よ
り
取
材

☆
７
日
＝
会
員
社
へ
総
会
報
告
書
お
よ
び
会
費

請
求
書
を
送
付

☆
７
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
692
号 

入
稿

☆
８
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
692
号 

責
了

☆
８
日
＝
日
本
雑
誌
協
会
へ
「
読
書
週
間
」
広

報
広
告
掲
載
協
力
を
依
頼

・
11
日
＝
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議 

第
１
回 

総
会
開
催

☆
14
日
＝
「
読
書
週
間
ポ
ス
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
」

事
務
局
選
考
会 

開
催

☆
15
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
692
号
出

来
☆
15
日
＝
「
敬
老
の
日
読
書
の
す
す
め
」
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
、「
読
書
週
間
」
趣
旨
書 

入
稿

☆
15
日
＝
富
士
フ
ィ
ル
ム
Ｂ
Ｉ
と
打
ち
あ
わ
せ

☆
16
日
＝
「
読
書
週
間
ポ
ス
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
」

デ
ザ
イ
ナ
ー
選
考
会 

開
催

☆
18
日
＝
「
読
書
週
間
ポ
ス
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
」

選
定
事
業
委
員
会 

開
催

☆
22
日
＝
第
２
回 

常
務
理
事
会 

開
催

・
28
日
＝
ち
ひ
ろ
美
術
館
・
東
京 

展
示
内
覧

会 

出
席

☆
31
日
＝
「
第
55
回 

野
間
読
書
推
進
賞
」
推

薦
締
め
切
り
（
消
印
有
効
）

☆
31
日
＝
「
敬
老
の
日
読
書
の
す
す
め
」
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
「
読
書
週
間
」
趣
旨
書 

出
来

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp

●
こ
の
７
月
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
た
女

子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
で
、
コ
ー
ス
で
ク

マ
が
目
撃
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ
ア

マ
と
初
日
の
日
程
が
中
止
に
な
る
と
い
う

ち
ょ
っ
と
驚
い
て
し
ま
う
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
っ
た
。
北
海
道
や
東
北
な
ど
で
、
ク
マ

に
遭
遇
し
た
人
が
被
害
に
あ
う
痛
ま
し
い

事
件
も
続
い
て
い
る
。

●
ク
マ
が
住
宅
地
近
く
ま
で
出
没
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
里
山
の

荒
廃
や
ド
ン
グ
リ
の
不
作
な
ど
い
ろ
い
ろ

と
語
ら
れ
て
い
る
が
、ク
マ
と
の
遭
遇
は
、

む
ろ
ん
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

吉
村
昭
さ
ん
の
『
羆
嵐
』
は
、
日
本
史
上

最
大
の
獣
害
と
も
い
わ
れ
る
「
三
毛
別
羆

事
件
」
を
題
材
に
し
た
小
説
だ
。

●
１
９
１
５
年
に
起
き
た
事
件
で
は
、北

海
道
苫
前
郡
の
開
拓
集
落
が
巨
大
な
ヒ
グ

マ
に
襲
わ
れ
、７
名
の
死
者
を
出
し
た
。六

線
沢
と
呼
ば
れ
て
い
た
大
正
期
の
川
沿
い

の
小
さ
な
開
拓
集
落
の
生
活
と
、
ヒ
グ

マ
の
底
知
れ
ぬ
恐
怖
、そ
し
て
射
殺
に
い

た
る
ま
で
の
困
難
さ
を
、こ
の
小
説
は
見

事
に
描
き
き
っ
て
い
て
、少
し
ば
か
り
不

謹
慎
か
も
し
れ
な
い
が
、映
画
で
い
え
ば
、

ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
や
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
デ
・
パ
ル

マ
の
作
品
の
よ
う
な
超
一
級
の
サ
ス
ペ
ン

ス
と
し
て
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

●
吉
村
さ
ん
は
、安
政
の
大
獄
、彰
義
隊
、

日
露
戦
争
、
大
震
災
や
津
波
、
戦
艦
武
蔵

な
ど
な
ど
歴
史
上
の
大
き
な
動
き
や
事
件

を
テ
ー
マ
に
し
た
名
作
も
多
い
け
れ
ど
、

こ
の
ヒ
グ
マ
や
、
脱
獄
、
船
の
難
破
と
漂

流
、は
た
ま
た
胃
カ
メ
ラ
な
ど
、や
や
意
外

な
と
こ
ろ
か
ら
題
材
を
も
っ
て
き
た
す
ば

ら
し
い
作
品
群
が
あ
る
。２
０
０
６
年
に

亡
く
な
っ
た
が
、い
ま
も
敬
愛
し
て
や
ま

な
い
作
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
。（
佐
々
木
）

●
編
集
部
＆
事
務
局
の

ひ
・
と
・
こ
・
と
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大賞
（ポスターイラストに採用）

天野　美月さん

　
７
月
18
日
㈮
、
公
益
社
団
法
人 

読

書
推
進
運
動
協
議
会
の
「
読
書
週
間
ポ

ス
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
選
定
事
業
委
員
会
」

（
出
席
17
名
）が
開
催
さ
れ
、「
２
０
２
５

第
79
回 

読
書
週
間
」
の
ポ
ス
タ
ー
用

イ
ラ
ス
ト
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
応
募
総
数
は
３
３
８
点
。

事
務
局
に
よ
る
第
一
次
選
考
で
19
点
を

選
び
、
第
二
次
選
考
で
は
デ
ザ
イ
ナ
ー

２
名
が
12
点
を
厳
選
。
最
終
選
考
を
事

業
委
員
に
よ
る
選
考
委
員
会
が
行
い
、

大
賞
、
優
秀
賞
、
入
選
の
受
賞
者
を
決

定
し
ま
し
た
。×　

×　
×

■
大
賞（
賞
金
10
万
円
）
─
─
─
１
名

天
野　
美
月
さ
ん
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

■
優
秀
賞（
賞
金
１
万
円
）
─
─
３
名

時
東　
沢
果
さ
ん　
（
埼
玉
県
川
越
市
）

坂
谷　
愛
依
さ
ん　
（
愛
知
県
豊
川
市
）

大
西　
晴
奈
さ
ん　
（
奈
良
県
橿
原
市
）

■
入
選（
記
念
品
）
─
─
─
─
─
８
名

田
中
ひ
か
る
さ
ん　
（
東
京
都
文
京
区
）

Yuko
さ
ん　
　
　
（
東
京
都
豊
島
区
）

別
府　
葵
さ
ん　
　
（
東
京
都
武
蔵
野
市
）

小
林　
理
恵
さ
ん　
（
東
京
都
町
田
市
）

nekory

さ
ん　
　
（
石
川
県
能
美
市
）

奥
村
こ
の
み
さ
ん　
（
福
井
県
敦
賀
市
）

近
石　
彩
佳
さ
ん　
（
奈
良
県
橿
原
市
）

た
し
ま
さ
と
み
さ
ん（
福
岡
県
福
岡
市
）

×　
×　
×

　
本
年
度
の
ポ
ス
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
は
、

標
語「
こ
こ
ろ
と
あ
た
ま
の
、深
呼
吸
。」

を
テ
ー
マ
に
募
集
。
森
や
木
陰
、
青
空

な
ど
、
深
呼
吸
し
た
ら
気
持
ち
よ
い
場

所
を
背
景
に
し
た
作
品
が
目
立
ち
ま
し

た
。
大
き
く
息
を
吸
い
込
ん
で
潜
る
イ

メ
ー
ジ
か
ら
か
、
深
海
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
作
品
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
天
野
美
月

さ
ん
。
大
き
な
本
の
形
を
し
た
雲
の
上

で
、
こ
こ
ろ
も
あ
た
ま
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
い
る
表
情
が
、笑
顔
を
誘
い
ま
す
。

　
優
秀
賞
は
、
左
の
と
お
り
で
す
。
受

賞
作
は
す
べ
て
、
読
書
推
進
運
動
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

２
０
２
５ 

第
79
回 

読
書
週
間

ポ
ス
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
決
定
！

大西　晴奈さん坂谷　愛依さん時東　沢果さん


